
 

1年女子 

「ウィザーズ・ブレイン」 

三枝 零一 電撃文庫 
永遠の冬に閉ざされた世界。魔法士の練はある依頼を受け魔

法士の少女フィアに出会う。しかしその少女は 1000万人が

暮らすシティを支える「マザーコア」となるはずの魔法士で

…。 

 

1年男子 

「神様の御用人」 

浅葉 なつ メディアワークス文庫 
25 歳フリーター。そんな男、萩原良彦がある日突然、神様

の御用を聞いて解決するという御用人の仕事を、モフモフの

狐神・黄金におしつけられ…×…頼まれて全国の神様の御用

を聞いてまわるという物語です。まさに「神様にだって願い

がある！」という所を書いていて、わかりやすく、そして美

しい表現で書いてくれています。そしてその中に心温まるス

トーリーや切ないストーリーがあって、とても面白いので読

んでみて下さい！ 

1年男子 

「アクロイド殺人事件」 

アガサ・クリスティー 早川書房 
ミステリの女王、アガサ・クリスティー。彼女がこの作品で

用いたトリックは世界中で論争を巻き起こした―。とある田

舎で起こった殺人事件。シェバード医師は隣人の元探偵、ポ

アロと共に捜査を進めるのだが…複雑に絡み合った謎。失踪

した被害者の養子。秘密を抱える登場人物。これらがアガサ

の手によって表現豊かで巧みに書かれているのもこの作品

の魅力の一つである。ミステリーの中でも異彩を放つこの作

品をぜひ読んでほしい 
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2016年10月12日発行 通巻57号札幌稲雲高校図書局 

 

3年 7組 高萩あやか 

  想像ラジオ いとうせいこう 

 読んでいる最中、私の耳にも想像ラジオが聴こえてこ

ないか、ずっと耳を澄ませていました。電波でつながっ

ている人々の心強さ。聴きたい人の声が聴こえない切な

さ。人間にとって必ず訪れる「死」ということについて

もとても考えさせられます。私は読み始めてか中断する

ことができず、ページをめくる手が止まりませんでした。 

1年女子 

「ペガサスの翼」 

倉橋 燿子 青い鳥文庫 
原因が分からないのに、突然学校に行くことができなくな

った理央、家族と行ったドリームファーム牧場で、一頭の

傷ついた馬と出会う。「あなたも一人なんだね。私も一人な

んだ」傷ついた馬をペガサスと名付けた理央。動物と一人

の少女の出会いは、理央を成長させていく。この話は読ん

でいてとても励まされ、そして元気をもらえました。ぜひ、

読んでほしいです。 
 

1年男子 

「時をかけるゆとり」 

朝井 リョウ 文春文庫 
読んだ当時、私は朝井リョウの話題性とタイトルの斬新さ

に惹かれ、この本を手に取りました。内容は“ゆとり世代”

と呼ばれる著者の大学時代を書き記したエッセイとなって

います。弾けていたり下らなかったりする体験談の数々は

どれも痛快で読者の習慣から離れつつあった私にも読みや

すい物でした。どうか、身近な面白味を求めている人が読

んでくれたら、とそう思います。 

 

1年女子 

「珈琲店タレーランの事件簿」 

岡崎 琢磨 宝島社 
ある日珈琲店「タレーラン」と出会ったコーヒーをこよな

く愛する主人公アオヤマが、バリスタの切間美星と一緒に

日常の小さな事件を解いていく物語です。ミステリー小説

は殺人など非日常なイメージが強いのですが、この物語は

日常的で世界観に入り込みやすいです。なので気軽にミス

テリー小説を読みたい方はぜひ読んでみて下さい 

1年男子 

「世界からボクが消えたなら」 

涌井 学 小学館文庫 
今年映画化もされ、一躍有名になった本「世界から猫が消

えたなら」余命わずかな主人公が、世界から一つ何かを消

す代わりに一日だけ命を得ることができる。そんな不思議

な七日間を、猫の目線から書いたもう一つの物語。「世界か

ら猫が消えたなら」を読んだ後、映画で見た後にお勧めの

一冊です。 

 

 



2年女子 

「陽気なギャングが地球を回す」 

伊坂 幸太郎 祥伝社文庫 
人間嘘発見器成瀬、演説の達人響野、正確無比な体内時計を

持つ雪子そして天才スリの久遠の史上最強の天才強盗４人

組は百発百中の銀行強盗だった。しかし、ここで思わぬ誤算

が。せっかくの「売上」を、逃走中の現金輸送車を襲撃する

集団に横取りされてしまった。奪還のために動こうとするが

仲間の息子にも不穏な陰があり、ついに死体も出現した。映

画化や続編も出ている軽快サスペンスです。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2年女子 

「ビブリア古書堂の事件手帖」  

三上 延 アスキー・メディアワークス 
本が好きなのに読めない体質である五浦大輔は祖母の残し

た本の謎を解くためにビブリア古書堂へ行った。そこで会

った店長の篠川栞子は極度の人見知りだが、古書の知識は

並大抵ではない。そんな彼女が本そのものの物語までも

次々と解き明かしていく話です。 

 

2年女子 

「山月記」  

中島 敦 
昔の中国を舞台にしたお話です。とても頭がよく将来を期待

されていたのにプライドが高かったがゆえに起こってしま

った主人公の悲劇が、独特の漢文のような文体、語り口で書

かれており、自然と読者を引き込んでいくような作品です。

彼の言葉から伝わる深い悲しみや後悔、つらい現実が、この

作品の魅力だと思います。 

 
 

2年男子 

「アルジャーノンに花束を」  

ダニエル・キース 
知的障害を持った少年が手術をして天才になった。本は一

度見ただけで覚え、今まで感じられなかったものも感じ取

れるようになった。しかし、ある日彼の勤めているパン屋

で彼の変化が怪しまれ、クビになってしまう。さらに日を

追うごとに彼の頭は悪くなっていき…！？ 

 

2年女子 

「流れ星が消えないうちに」 

橋本 紡 新潮社 
不慮の事故によって恋人同士だった奈緒子と加地君は永

遠に引き離されることとなってしまった。亡くなった大

切な恋人をどう受け止めれば良いのか戸惑う奈緒子。そ

んな奈緒子を迷いながらも必死に助けようとする巧君。

一見重なっていないように見える三人の思いですが、意

外なところで交わり合い互いになくてはならない存在だ

ったことが明かされます。恋模様だけでなく、加地君・

巧君の友情についても注目するとより楽しめるはずで

す。 

 

2年男子 

「嫌われる勇気」 

岸見一郎 古賀史健 ダイヤモンド社 
この本は、青年と哲学者の二人の対話形式で話が進みま

す。現在の自分に不安を抱く青年が、哲学者のもとを訪

れて討論します。主にアドラー心理学というものについ

て語られていきますが、とても斬新な発想で生き方や悩

みについて考えられているので、心理学に興味のある人

にもない人にもお勧めです。 

 

2年女子 

「夢幻花」  

東野 圭吾 PHP文芸文庫 
「黄色いアサガオだけは追いかけるな―。」一人暮らし

の老人、秋山周治が何者かに殺され、庭から黄色い花が

消えた。第一発見者である孫娘の梨乃はブログを通じ警

察庁に勤務する蒲生要介、その弟蒼太と知り合い、事件

の真相、黄色い花の謎を解明すべく動き出した。 

著者自身が「こんなに時間をかけ、考えた作品は他にな

い。」と語る長編ミステリーです。 

 

すっかり季節も秋になりました。食欲の

秋、スポーツの秋、そして読書の秋です。

稲雲坂も、夏は暑く冬は道が凍って滑る

ため、秋が一番楽に登れるかもしれませ

ん。図書館は昼休み、放課後にいつでも

開いていますので、暇なときはぜひ本を

読みに来て下さい！ 

 

 

 

 

 

 

 

球技大会、期末テスト

などが過ぎたため、気

が緩む人もいるかも

しれませんが、くれぐ

れも風邪をひかない

ように気をつけて下

さい。 

 

 

 

 

 


